
　
二
月
十
一
日

　
今
日
は
ど
う
や
ら
休
日
ら
し
い
が
何
の
休
日
で
あ
る
か
は
知
ら
ぬ
。
十
時

五
十
二
分
の
あ
さ
ま
五
一
三
号
で
軽
井
沢
へ
。
幸
脇
さ
ん
の
土
地
を
見
る
た

め
。
昨
夜
の
上
海
の
登
さ
ん
と
若
松
社
長
と
の
会
食
は
面
白
か
っ
た
。
若
松

さ
ん
は
今
、
ロ
シ
ア
に
気
持
ち
が
向
い
て
い
て
、
そ
う
言
え
ば
今
日
は
モ
ス

ク
ワ
に
発
つ
と
言
っ
て
た
。
登
さ
ん
は
上
海
の
二
〇
二
〇
年
に
フ
ォ
ー
カ
ス

を
絞
っ
て
い
る
。
登
さ
ん
は
今
日
は
台
北
だ
。
二
人
共
、
実
感
を
ベ
ー
ス
に

し
た
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
動
い
て
い
る
人
だ
が
、
フ
ワ
フ
ワ
と
現
実
か

ら
浮
い
て
見
え
る
と
こ
ろ
が
面
白
く
、
ま
さ
に
現
代
的
な
人
間
像
を
体
現
し

て
い
る
。
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
が
リ
ア
ル
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
マ
ネ
ー
の
世

界
に
入
り
込
め
ば
入
り
込
む
程
、
そ
の
現
実
が
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
の
如
く
に
眼
に

写
る
の
だ
。
ア
ッ
と
い
う
間
に
も
う
す
ぐ
軽
井
沢
だ
。
伊
豆
へ
の
踊
り
子
の

時
間
と
、
新
幹
線
の
時
間
は
や
は
り
違
う
。
移
動
の
速
力
が
異
な
る
時
間
を

生
み
出
し
て
い
る
。
異
な
る
時
間
は
異
な
る
思
考
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ

る
。
人
間
は
永
遠
に
光
よ
り
速
く
動
け
な
い
ら
し
い
が
そ
ん
な
速
力
の
中
で

考
え
て
る
事
は
違
う
世
界
な
の
だ
ろ
う
。
昼
前
軽
井
沢
着
。
追
分
鉄
道
に
乗

り
換
え
て
信
濃
追
分
へ
。
車
で
幸
脇
さ
ん
の
土
地
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
へ
。
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
。
昼
食
後
、
土
地
見
学
。
考
え
て
い
た
建
築
の
軸
を
九
〇
度
回

転
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
眺
望
の
素
晴
ら
し
い
土
地
だ
。
周
辺
の
山
荘

を
車
で
見
て
廻
り
十
五
時
半
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
戻
る
。
温
泉
に
入
り
、
グ
ッ

タ
リ
休
む
。
十
九
時
半
ク
ラ
ブ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
。
二
十
二
時
半
就
寝
。

海
日
汗
の
博
士
論
文
持
っ
て
き
た
が
読
め
ず
。
明
日
に
持
ち
越
す
。

　
二
月
十
二
日

　
七
時
温
泉
に
つ
か
る
、
濃
霧
で
何
も
見
え
ず
。
昨
日
こ
の
天
気
で
あ
れ
ば

土
地
の
印
象
は
違
う
も
の
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
幸
脇
夫
妻
は
所
用
で
早

朝
東
京
へ
戻
っ
た
。
本
当
に
か
え
っ
て
良
い
休
み
を
与
え
て
い
た
だ
い
て
恐

縮
し
て
し
ま
う
。
八
時
過
霧
が
ス
ー
ッ
と
引
い
て
浅
間
山
が
姿
を
現
わ
し
た
。

マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
を
眺
め
て
忘
然
と
し
て
い
た
の
を
思
い
だ
す
。
浅
間
山
も

火
山
な
り
に
マ
ア
良
く
や
っ
て
い
る
ヨ
。
デ
カ
さ
が
違
う
け
れ
ど
。
八
時
半

一
人
で
朝
食
。
十
時
過
、
も
う
一
度
午
前
中
の
光
で
土
地
を
見
て
信
濃
追
分

へ
。
十
一
時
過
軽
井
沢
、
新
幹
線
で
東
京
へ
。
車
中
、
海
日
汗
の
博
士
論
文

読
み
赤
を
入
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
ゲ
ル
の
方
位
に
関
す
る
論
文
で
仲
々
面
白

い
。
十
三
時
大
学
、
教
室
会
議
。
論
文
審
査
会
。
十
六
時
梅
沢
さ
ん
来
室
、

何
物
件
か
の
構
造
打
ち
合
わ
せ
。
台
湾
の
蘇
睿
弼
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
二

〇
時
過
世
田
谷
村
。
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
原
稿
。
Ｇ
Ａ
原
稿
書
く
。
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